
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 62,185 104.1% 521,466 101.7% 64,951 100.8% 56,666 101.1% 62,753 100.8%

(2) 処理羽数 54,221 100.7% 491,472 101.2% 59,289 102.0% 55,676 101.2% 63,378 100.4%

処理重量 160.8 101.9% 1,453.2 101.5% 173.7 101.9% 164.3 101.1% 186.2 100.4%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

47.2 41.9 112.7 35.9 35.3 101.9 83.1 77.1 107.8 56.8 43.2

45.4 42.6 106.5 39.0 36.2 107.6 84.4 78.8 107.0 53.8 46.2

47.1 38.2 123.2 33.4 34.6 96.5 80.5 72.8 110.6 58.6 41.4

(2) 50.0 45.3 110.3 34.2 33.4 102.4 84.2 78.7 107.0 59.4 40.6

391.6 343.8 113.9 292.3 304.1 96.1 683.9 647.9 105.6 57.3 42.7

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,150 1,231 93.4 1,143 1,104 103.5 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,120 1,144 97.9 1,128 1,115 101.2 H24年 563 189 752

1,293 1,315 98.3 1,228 1,199 102.4 H25年 583 246 829

1,257 1,251 100.5 1,222 1,154 105.9 H26年 626 294 920

(1) ※参考資料：総務省統計局HP

在庫状況 単位：千トン、％

１．27年8月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

19.8 21.5 92.0 97.1 88.1 110.3 116.9 109.6 106.7

２．見通し (1) 20.9 20.3 103.1 102.8 92.9 110.7 123.7 113.1 109.3

19.5 18.0 108.4 104.5 99.8 104.7 124.0 117.8 105.2

18.5 19.1 96.9 110.6 98.5 112.2 129.1 117.6 109.7

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．10月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年7月 617 575 107.3 343 289 118.7 960 864 111.1

H27年8月 610 567 107.6 344 294 117.0 954 861 110.8

２．11月見通 (1) H27年9月 620 590 105.1 344 311 110.6 964 901 107.0

H27年10月 648 614 105.5 345 325 106.2 993 939 105.8 ※（）は見通し

H27年11月 (655) 629 104.1 (340) 327 104.0 (995) 956 104.1

H27年12月 (680) 665 102.3 (335) 326 102.8 (1015) 991 102.4

634 621 102.1 338 287 117.8 972 908 107.0
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11月に入って気温も下がり、鍋物需要もあって鶏肉は堅調に推移している。
もも肉は、気温の低下とともに需要は高まっているが、豚肉や輸入品の増加もあって相
場は緩やかな上げとなり、月平均655円/ｋｇになるものと思われる。
むね肉も、主たる需要の加工仕向けでは輸入品との競合はあるが、テーブルミートで
はもも肉に需要が集まることから需要はやや落ち着きを見せ、むね肉相場はやや下げ
での推移になるものと思われ、月平均340円/ｋｇ程度で推移するものと思われる。

輸入品はむね肉を中心に加工仕向けの出回り量が増え、輸入数量も前年比増加傾向
が続いている。10月以降も、加工仕向けのむね、ささみの輸入が潤沢で、また、国産の
不足を補う形でテーブルミート向けの輸入も増加していることから、輸入品在庫は今後
も増加傾向が続くものと思われる。

国産在庫は、生産は順調だが需要も高いままとなっており、依然低水準の在庫数量で
推移している。生鮮での需要対応が厳しく、冷凍在庫を代替えで販売している荷受業
態もあることから、前月をやや下回る在庫数量となったものと思われる。

平成27年8月の推定期末国内在庫数量は、国産が18.5千トンと在庫は減少傾向が続
き、前年比でも減少となった。輸入品在庫は110.6千トンと、むね肉やささみの輸入量
増加にともない輸入品在庫は増加傾向が続いている。

輸入鶏肉の平成27年9月通関実績は、50.0千トン（前年比110.3％）と前年を大きく上
回った。ブラジルの輸入が前年を大きく上回り（38.9千トン、104.1％）、タイからの輸入
も8.5千トン（前年比152.4％）と前年を大幅に上回る等、増加傾向が続いている。
10月、11月も輸入数量は前年を上回る予測となっており、11月には輸入品での特売を
計画している量販店もあり、また、年末需要に向けた商品も多く含まれていること等か
ら、国産相場への影響が懸念される。

鶏肉調製品は、平成27年9月通関実績が34.2千トン（前年比102.4％）と前年を上回っ
た。タイ産の加工品が大きく増加（前年比115.0％）し、中国は逆に大きく減少（前年比
89.3％）している。中国産からタイ産へのシフト傾向は続いているが、数量的な落ち込
みは落ち着いてきたように思われる。

平成27年9月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比104.1％、処理羽数で前年比
100.7％、処理重量で前年比101.9%とすべての項目で前年を上回った。
今年の夏は、暑さは厳しかったが暑い期間が短かったこともあり育成は順調で、特に北
海道・東北エリア、九州エリアでの処理重量が増加し、その他のエリア分をカバーした
形となった。

10月～12月の計画では、前年比を若干上回る処理重量となっている。特に、最大の需
要期である12月は、処理重量が関東と北九州エリアでは大きく前年を下回る計画と
なっているものの、主要産地である東北と南九州でやや前年を上回り、全体では前年
比微増という計画になっている。このことから、昨年と同様に比較的落ち着いた年末・
年始の供給体制が見込まれる。

総務省家計調査による平成27年9月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,293㌘（前
年比98.3％）と前年を下回り、金額では1,228円（前年比102.4％）と前年を上回った。
数量は、季節要因による需要増や、ブラジル産もも肉の解凍品販売等があったもの
の、輸入チルドポークを中心とした豚肉の特売増加等が数量減少の一因となり、前年
を下回った。金額は、特売抑制により販売単価が上昇し、前年をやや上回った。

平成27年10月の相場は、もも肉648円/ｋｇ、むね肉345円/ｋｇと、前月比でもも肉が28
円/ｋｇ上げ、むね肉は1円/ｋｇ上げて合計29円/ｋｇの上げとなった。もも肉は、気温の
下げに伴う形で上げ傾向となり、中旬頃までに大きく上げ650円台となったが、豚肉の
販売拡大により鶏肉相場は抑制され、中旬以降は横ばいでの推移となった。
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３．業務・
　　加工筋

11月に入り、気温の低下が本格的となって、売り場は鍋物商材が多くなっている。鶏肉
ではつみれ団子、もも肉切身等でなべ物需要を期待した棚割りとなり、特売などで手
羽元の需要も高まっている。

むね肉は、輸入品の増加もあって需要はやや落ち着き、一服感はあるものの市場への
放出は見られない。ささみも引続き需給はひっ迫しているが、生鮮での販売が落ち着
いてきたことから、冷凍在庫を積み増しているところも見られる。
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